











2000年 9)1， i持者はインド国ビハール Bihar1'、IjIヤー Gayai'liにおいて，ヒ


















達が祖23祭を執行していた。 2000年 9 左からシシュ，ガヤーワ-)v，S氏
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2 
月 1日付け 1-1industhani紙はガヤーに約 80万人が集まったと報じた。
S 2 祖霊祭 sraddhαの語義と祖霊祭
I祖霊祭」はサンスクリット語の中|生名詞 sraddha-の邦訳である。直訳すれば
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組霊祭 .~räddl/{/ 3 
と，祭式を執行するパラモンとが，祖霊の代理の役割を担う九因子に水や胡麻
























古代インドの葬送儀礼に関しては [Calancll896J; [辻]; [杉本 141-190]が
詳しい。
























建約 600 坪の建物がロの字状に中庭を阻み建っている。 ~I:J庭では炊き出し[→



















彼らの地位は世襲で，ヴィシュヌ神の生まれ変わ りであ り， ヴィシュヌ神その
ものであるとみなされている。在、が紹介されたパンダーは年齢 22才，物市?かで、
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祭を執行している。取材した 2000年の祖霊の半)J I向は 9月13日から 9月28日
であった。 9月 14日の夜が中秋の満月 28で，その前卜|の夕方(関白初夜)から
原則として祭主は斎戒することになる。太陽が昇ってから沈むまでの聞が祖霊
祭に適しているとされており，実際は 131=1から 28日のそれぞれの日中が祖霊




は，組2の半)J問の最終日に行う。 3日間の場合は 15日間のrl-'t" ~ずれの期日で
もよい。国念上は，たとえ 1日であっても，15 IJI叩の桐霊祭を執行していると
考えるということである。筆者が実際に祖霊祭を執行したのは，S氏の腕めとガ
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大麦粉a!aj{l1{ 団子を作る材料 (2キロ): 4巨lの祖霊祭で使い切った
胡麻 tila 水とi比ぜ lilodaka.団子にかける 黒i'ilJ麻 500グラム




赤い粉 roli 額に lilakaとして問いる:団子の上に娠りかりる
瓦銃製バケツ 水道水て志あっても理念上はガンジス河の水を汲む
n鍛製の小さな水面ilftilala lo! a 団子に水等を振りかけるl時にバケツから汲み分けておく
小池 uC(I1/1ani i臥水に用いる 激LJ時は直接円に付けず用いる
J~鍛製大皿 þîlala fhali 団子を担ねる 守男は Mojiとよぶ
花輪 mala 団子とココすッツのJTdりにi白さ荘厳する 祭式の都度iJt迷









クシセ .I，'i/([(，qa 両茶指に指輪iを作る 卜Ij子の下Iこ放く 然)'¥の占1/良，河遥
キンマの~þãl1a 供物をi百く:祭式の伺i度調述








(I;(fi IIja!a vaslra 
供物の下に放く:I羽子へ供養するJ;イ'filalci vaslra 














ディ一語でも「決定，押いjの意味でmい られる 330 0川 adyely adi 
ga)匂Ifrl!tatnltlIllIIII I lItakasnidd halll ahaJ!l l{{lrÎ~y(' オ ー ン，今日を始めとし，ガヤ一明地調で
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12 
を機長止とする，祖誕祭を，私はなそう。 o川 dめ'asalllaslaρitf~lilr!l ni~Ii?:/iI/{lmO gayrI!il'thの'alru，






に消j願するように， I埠筈を除くガネーシャ神等に供養する。 01'1adya kari~ymnilna， 




S 13-2 ファルグ河j木浴 (9月 13円午前ブアルク・河とファルクe河岸のテラスにて)
祭主はフアノレグ河に膝まで浸かり，水を両手でかきあげ，それぞれの所作ご
とに様々な判i樺の名前を唱え水を供える。
S 13-3 献水 tαrpα卯 34
om aめ'amama NAKAMURAgo/ra NAKAMURAsarmu!tCl1!l mama sa円lGslatilf~läl!l 
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S 13-4-4 調息 prã~lãyãl1la36
深呼吸し息を整える。ガヤーワ-)レは祭主にこれから執行する祖認祭の果報
を考えるように要部する。そして特定の供設したい祖霊がある場合，その人の
写真3 ターリーに入った開子 写J'i4 沙羅双樹の孫とクシャ草
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14 
本且空の場内米さず3L
rit r;St/YÕ~'l . 
区12 til霊祭の~EJìili















は祭主がマン トラを復唱しやすいように区切って発音した。 o川 adya 仰 叩1.
ρilradilra)叩}/alrudi 1 rayamalal1aluidi 1 rayas rildd hasalllband 1I1Iiせよ vi:;ve~äl!' devallim e/alli 




いた団子をそれぞれ敷いである沙羅双樹の葉上に置く[→写真 4;5Jo om adya 





写真 6J。仰l1altitradil均 '(l1l1illraditraY(lluilall1alzadit均自のaddl.問。IIIbandlzulal!' visve~iil! ' 
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写真 5 団子を右手で親指を下にして泣く 写真 6 型級を団子に掛ける
2if.J'1;7 団子をl民ぐ 写山 8 布地を布施する
gotnI asmattra，戸ilamahiNAf(AMURAdevi gaitgilrutil trtyaliim ida1!1 liloda!im'!l lasyai 
suadha オーン，今日，中村の家系をもっ，私達の曾祖父として，中村の女神はガンガーの姿
で，志べ，ここにある胡麻入りの水を，スヅァダー。 口問。dyaNA]{AMURAgotrii~liil!1 
tilLPitii111ahatratitamallanι品1Sγιddh瓜ambandhinovisvedevii idam mmaふ sOta!iarm.lCln1



























































51立紀に成立した421ヴァーユプラ-7-Vわ11I1】urana.lZf-~ 1 06 l~:に説かれ， さらに 13ー 14 世紀




gaya-as!traは脆干1述の中で最強iであった。 1f喚 /wlahala1 1.1でガヤは幾千年に並立って~l7行に励
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ヴィシュヌが岩山をIfJさ畑ると動きやむ。そこでガヤは次の怒必 va/'Oを事1々 に求める。 ytival
ρrltIlliρarl'tla.宮 t・'(/ YlIl'(lC calldrärlèaliiraんä~l / IlIm(' cllill1ylIJ!1 li!j! 1t(1II11 bralmwlli!;lI/(-
/IIaltcsvanilt / (1り'CC，ピ'1sal{(/lI del'a lIl(IIIJliimlllI leselralll asl/(ω //56// 大地と山々とが
ある|製りJl太~(JJilJ.主がある限り ， その限り プラフ7ーとヅイシュヌとシヴァはむ山にたiろ，そ
して他のすべてのや1々 は。そして[この]土地が私の名前であれ。 t(lIicaldosal!1gayu!.ωetram 
lilosal/1 e!t，的!l g白~)'ä.qira~1 / lan則自dllyes的 ualirll!a1/itrayaccl!al1ll1 Ililm!1 11{守吾川 // ガ
ヤーの-1)也5クローシーvを， ガヤーのrf!lクローシャを，その[土地のJr!'*にあらゆる型地
i主を，かれら(/11々 )は与えろ，人々への利径として。仰のladi/aゆal，1{/!1んr/VlIρiゲグadul1ul
ρIwllIdltil<a1l/ / ti/ f~IÜI!' bmll1lwloltuJI.，s ca bllldili1l1111Iitl/{/10J!' /a!l/(I /58// [参詣者
が]泳俗を始めとする一巡の満足させる儀礼を災行すればト月下施より果報が多いことを[かれ
ら(相1々 )はワえろ]。そして父祖述にプラフマンの世界述を[かれら(神々)は与えろ]。同
級に写楽と解脱の来事<<を[かれら(担1々 )は与えろ]0e!w (JI!jI_lliS Iridlta /Jliirlir yilval 
sa川 //Irlya/e blidl!ai~1 / lImd  gaylIsliralefjc/r(1I1I Id.り'lifO/Jl elad sadlI bluwi / braltllla‘ 
I/{/(¥耐tilOl!1ttitaJ?1 /ad uillasyali sel(lJui! / /59/ /一つのヴィシュヌが三il!iりの資で賢者逮に
よって刷、えられるI製り，その限り路神ガヤの土地として祢せられるこの[土地]を常に大地に
おいて[かれら(tl々 )は与えろ]。ノてラモン殺しを始めとする恋はそこでは滅びる， [この土
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辻 直凶郎「古代インドの葬送儀式Jr法華文化研究Jm2号 1976=rヴェーダ学論集』
所収 pp.330-374 岩波古j苫 1977. 
柄本 泰元 (1) ["ヒンドゥ ー教におげる葬儀と~iÝU観(上) 一以後の供犠J 1主l中純男編
『死後の世界一インド ・中国・日本の冥界信仰IJ所収 東洋哲林 2000. 
橋本 泰元 (2) ["ヒンドゥー教における葬儀と霊魂観(下)ー祖霊祭の構造Jr仏教教
育・人間の研究ー斎j則自俊教授古稀記念論文集j所収 こびあん苫房 2000. 
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巡iとする。 [1くanc351f.] ; [Shastri 372fr.]はインド各文献における sradd/({> srad 
dhaの解釈を桁介する。組22l長持:一般についてはM.Eliacle ecl. in chief The Ency-
clopedia 01 Re/igiol. New York 1987. Vol.l 'Ancestor Worship' pp.263-268; 
Vol. 15‘J-linclu Cultic Life' p.475(fの作羽1会参照。
4 [Mayrho(er s.v.); [Scarlata 262f.)参照。
5 siJえば， 9'fJfl f a lhersが父祖の;芯l床で用いられることに対照する。 [Kane340f.)は
父達ρilrasがjl!うふたつの意味を掲げる (1) a man's three immecliale c1eceasecl 
ancestors， (2) lhc carly or ancicnl anceslors of lhe human racc that were 
supposecl to inhabil a separate worlcl (10/(/) by themselves. また，人IfUが父祖
に対して:i.'U先{I.W を持つことに|刻しては[波漸86f.1;辻直四郎『古代インドのiぬ活.1
春秋社 1978p. 150f.; さらに MahabharalaXlI 184， 13参照。
6 通常は，祭主の父)5と f:J方とのそれぞれ父系=三代。すなわち，父Jの f父，組父，
曾祖父jと母Jiの f-tl.[父，件祖父，日制父Jとが1.1誕祭に与る。[永ノ尾4101参照。
7 学名ρoacyl1oslIroides ;インドキッショウソウ;fインドの平野部やピルマ，北アフ
リカ，シリアに分イliするイネ科ポア!瓜の一年生または多年生の，'，'[J r~\~久 ~:~I!:~ r仏~tl~
の植物.1p.193八坂，%}1995; T.G. "7ジュプリア汗凶岡直結Jぷ 『ネノfーノレ・インド
の型なる航物.1p.175f八坂，'Hi}1996; [Kanc 417f.] ; [Goncla Jl4ff.) ~!肌
8 [Kane 418f.] ; [Goncla 12Of.J ;制麻がJKtJf1の必l床をもつことは [:11:狩 190]参照。
9 r南アジアを知る 'JJ~~J p. 625b向縞1j)]7.:fプージャーJは典型2的なプージャーの式次
第を掲げる。また[水ノ尾413仔.); rカーストの民.1p. 24lf 参照。
10 [Kane 179 2661 ; ヴェーダ文献にむける持送儀礼 ρi/rmed/w に I~I しては [Calancl
1896J参照;[iJ::)では saudhayana -Pi lrmeclhasutra第 l市の邦沢がなされ， [杉
本 141191)には Salapatha-srahmana m 12 i';'i:と λsvalayanaG~hyasutra 第 4
.uの紹介，さらにi'i代イ ンドの弘治'1と仏情的'ijJaの起源等に|則する>l1然がなされる。
[柄本(1))はヅァーラーナシーにおけるま~似を紛介し，さ らに [ Parry J は現地調
1'Eに基づくn体的な数fl白やインタビューを拘げヅァーラーナシーにiJける持{義の災
際と葬儀にIJ!:Iわる人々のiJiJVを分析している。
11 [Kane 517f.)新たに亡くなった故人一人のみを対象lこした組霊祭。小野出照 fイン
ドアリアンの持俄と m~.'J祭J r密教文化j第 48，49.50合併号所収 1959では f-:2
( 76 ) 
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祭jと月i沢する。
12 [Kanc 520); [，JI:狩 195]また当報告注21を参照せよ。
13 [1匂 ne485; 431f.]; [Gonda 444f];ヴェーダ祭式のひとつ苓節祭Catl1rmasyaの
ρilη'ajl1aにその起源が求められる。 [Einoo190-273]及び当事H作注 28に掲げた阪
本(後磁)論文を参照せよ。
14 [Kane 525] ; [Gonda 26lf.]参照。
15 r骨lアジアを長fIる'J典Jp.410a永ノ尾fJtuot，:r祖先14拝J; [Gonda 44lf.] ; [Monier-








する市伊jがある。施餓鬼の一般的な↑fi報は I望月似1:教大砕決』第 3~ p. 2907ff.; 1ft 
~祭と仏教のI~I係については引田弘道 rpreta救済手段としての功徳の移浪につい
てJr印l立学仏教学研究』第 32巻第2号 1984pp. 146-147 ;符合幸紀「シュラーッダ
の仏教的版開ーニカーヤの記述を中心としてーJIjijlII必与制 『波治文陀博士追悼記
念"ilIW 原始仏教と大乗仏教 上』所収 pp.43-70ぷ!日文n1lt1993参照。
17 従って担l訟の代理!とされるバラモンの資質の良し悲しが引裂ななl床を bつ [Kane
383f.]; [渡瀬 109f.]参照。
18 上i也をイti純となした記録もある [1くane451 note 1008]参Wl。
19 1(11抑 lIa，ヒンド':tー儀礼一般には水を1献ずる儀礼 [Kane592notcl340) ; [Gonda 
420f.J ; [永ノt(;405f.)参照。当報告 ~9 rI.抵判1'ガヤ ;'lll~ J では卜Jl 7-を供えることよりも
1(1ゆ(11(1が強，1f，¥1される。






たる。[渡瀬 88f.]参照;Bal1dhayana-Dharmasutra 1 11. 9 ati caρratili1malwh 
þili1lJ1alta~1 ρili1 sla)'{/II sodaη'{j blmïlara~! sallar~1の官。かtlra~1 ρa/(lm~1 ρya戸'a/(Iras
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24 
22 Manusmrti V 60参照。邦訳は渡瀬伝之沢 fザンスクリッ卜原典全訳マヌ法典j9" 
公文庫 1991。
23 r南アジアを知るI.fJJ)~J p. 615b; [波瀬 88f.)参照。
24 GaruclapuranaとPitrmeclhasutraの記述を比較した研究は Hiromichi Hikita 
'Funeral C巴remonyancl the clestiny of the Deacl' ln S. Mayecla ecl. The H七'Y10 
Libemlion: lndological Sludies inμμn. New Delhi 2000， pp. 13-29が発表され
た。また引田弘道Iヒンドゥータントリズムの研究』山富房 1997p. 240には Panca-
ratra派の基本文献Satvatasamhitaに記述された値混祭が紹介されている。
25 また 1993年に HeideIt光明大学のインド学科と文化人類学科とが共同で催したシ
ンポジウム‘Death in South Asia'の論文mがインドから出版されている E 
Schombucher ancl C. P. Zoller ecl. Ways 01 Dyillg. Dealh and ils Meanings in 
Soulh Asia. New Delhi 1999. 
26 [Kane 580f.]参照。
27 [Monier-Willams 1891: 310]参照。
28 その夜は「特別な満月の夜j とみなされている。仏典におけるその夜の意味に関し
ては阪本(後藤)純子 rSamannaphalasutta(沙門果経)と Vecla祭式Jr印!史学仏
教学研究j第 49巻第 2号 2001pp. (83)← (88)参照。
29 [Kane 655; 677]また[白石]は仏典，ダルマ文献，プラーナ文献から得られるフ・ツ
ダガヤー及びガヤーに関する地理情報を縮めている。ガヤーの土地の因縁却にl刻し
ては当報告 ~9 を参照。




に掛けるのは nivilaとよばれる。 ManusmrtiI 63; II 279; [Kane 487 note 
1095] ;右と左との怠l床については [Goncla57ff.]及びJ.Goncla 'The significance 
of the right hancl ancl the right sicle in Veclic ritual' In Religiol1 Vol. 2，1972= 
Selcted Stuclies Vol. Vl， pt. 1 pp.41← 63参照。
32 [Monier-Wilams 1891: 23]; [Calancl 1896: 8) ; [Kane 183; 671); [Shastri 
268} ; rカーストの民Jp.235f参照。
33 また「願掛けj に当たるヒンディー諮として S 氏は manaull という 'Q'~認を教えた。
34 当報告注 18 参照。献水の所作は河の中でなす方法と I~でなす方法があった。当報告
の式次第の中でも様々な場面でその所作が隊認できた。それぞれ献ずる対象の名前
を唱えての作法であったが詳細は隙認できなかった。
35 [Goncla 333f.] ; [永ノ尾389f.)参照。
36 [永ノ尾39lf.]参照。
37 ガヤーワールはマン トラを唱えながら両手で綴々な印契 mudraを結んてもいた。
38 女性名詞 svadhi7.-r自分に属するものとして{泣き定めること;自己決定」写gvecla+
[Mayrhofer s.v.); [Scarlata 264} ;さらに「祖霊迷が自分自身で自由に用いるこ
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祖霊祭 srudclha 25 
との山来る陥町飲料，実際には havis-/havyá- 或いは SÓ1I1a- から成る供物J を~I床す
る:Junko Sakamoto-Goto‘Das J enseits und istu-ρ斤rla-'_ In hrsg. von B. 
Forssman und R. PJath， Indoarisch， Jranisch und die Indogermanistik， Wies-
baden 2000 p. 480 note 25; svu//.l.Iとsvadhaとの迎いについては Kausikasutra1 
(ρaribhilsa) 20-21 svuhullUraV(lSatkulψradanu clevah / svadhakarala}}laskum-
ρradum7hρilarah. svuhuの手:13とvasalの字音に与るのがや1々 である。 svadhuの字
音と namas の字音に与るのが祖霊である，さらに Manusm~ti 1I 252参照。
39λpastamba -Srautasutra 1 9， 12; Bharadvaja-Srautas日tra1 9， 5; Kausikasutra 
LXXXIX 2 yac carusthalyum odmlävasi~!a rJl bhavali tasyo~-mabhaksam 






41 世界銀行 DataQuery from WDI databaseによると，インドの 1999年 GNPは
440USドルであった。
42 ]. Go吋 aed. A Hist01Y 01 1押diaη LileratureVol. I Fasc. 3， L. Rocher: The 
Puranas. 1986 p.245参照。
43 紹介する底本として[Jacques]の校訂テキスト (Chapitr巴I.pp. 26-67)を用いた。
[白石]にも同じく施和IJガヤ却の紹介がなされている。
44 現地調査とそこから得られた情報を文献学的に研究した成果には[永ノ尾]がある。
その研究は更に， 永ノ尾伝情「ヒンドゥー儀礼の変容-~y"jの勤行を1，，1J として-J 長
野若手彦・升狩弥介編 Iインド=複合文化の構造j所収 pp.261-318法蔵館 1993とし
て勉められた。
(キーワー ド ヒンドゥー，祖霊祭，シュラ ー ッダ，ガヤー)
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26 
The Cult to Manes (sriiddha): 
A Case Report from Gaya， India 
Ryukai N akamura 
[ had lhe opportunity lo l11ake coveragc on a sn7ddha cerel110ny allhe city of Gaya in 
S巴pt巴I11ber2000. This case report is based on Illy experience as a yajallla目立 (i.e.one who 
has an offering performed for hil11self) in the cerel11ony. .Cn7ddlw is a [-[indu ritua1， the 
l11erit of which is believec1 to be lransfen巴c1to the ancestors (ρilams) via th巴spirilsof 
the c1eceased， i.e. the Illanes (ρrela) by l11eans of offerings of rice/bar1ey-bal1s (ρi~I(1 a) ， 
sesal11e， water anc1 others 
lCa1and 1893] represents the ground breaki暗 phi1010gica1research on srilddha in Vec1ic 
1iterature in Europe. Frol11 lhe [nc1ian sic1e [Kane] provic1es us wilh c1etai1ec1 inforl11ation 
about lhe ceremony. [Monier-Wil1ial11s 1876] has a report on sl'addha be悶c1on informa-
lion obtainec1 frOI1 lhe nalive scho1ars (ρandil) in Gaya. As far as 1 know， however， 
lh巴reare 10 reports of a foreigner visiting lhe a1ler grounds and parlicipaling direct1y 
in the ccremony as a yajamana. [n this sense the fol1owing report provicles uniqu巴
informalion， obtainecl through an approach clifferent from that of lhe previous 
researches 
On巴 ofth巴日lal日 resultsin this reporl is having clarified lhe re1alionship bel帆leenlhc 
participants at lhe cerel110ny ancl to have i1ustratecl them graphical1y. Through my 
direcl invo1velllent in lhe ccremony [ a1so lllanagec1 to unc1erstanc1 the purport of having 
an intention (saI/lialta) to carry out the ceremony at Gaya. The 10ca1 peop1e say that 
when a yajamana has no wi11 to perforl1 lhe ceremony， however 1ar耳ea rewarc1 (dall~iI1ä) 
he may pay， ilis bounc1 to be ineffective. 
r have recorc1ec1 the riles ancl the operalions of the Brahlllin with a portab1e vicleo 
call1era， ancl have a1so wrilten c10wn the mantras anc1 the ceremonia1 sequence. On1y a 
part of the ritua1 is viewecl in this reporl. 1 managed lo lrac巴sOl11eVedic e1emenls in 
the procedure of lhe cerel11ony， but carrying out a phi1010gica1 iclentification is far beyoncl 
lhe scope of lhe presenl rcport ancl wil1 be cleal with at another occasion 
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